一般社団法人岩見沢歯科医師会選挙規則
(趣 旨）
第1条 　この規則は、定款第２１条に基づき、本会役員（会長候補者・理事・監事）の選任、及び北海道歯科医師会代議員・北海道歯科医師会予備代議員の選挙について定めるものとする。

（選挙権の行使）

第２条　　選挙権の行使は、理由の如何を問わず、委任を認めない。

（選挙の事務管理）

第3条 この規則に於いて選挙に関する事務は、選挙管理委員会が管理する。ただし、議場に
おける選挙権の執行は、議長の指揮下に入る。

（選挙管理委員会)
第4条 選挙管理委員会は、委員４人をもって組織し、常任とし、総会の議長が会議に諮って
選挙又はその他の方法で選出する。
２　選挙管理委員会の委員長は、その委員の互選による。

３　委員の任期は２年とする。

(選挙権及び被選挙権)
第５条　　定款第５条の規則による会員は、選挙権を有する。

２　役員の被選挙権は、入会後選挙の日において会員として引き続き2年を経過した者でなければ被選挙権を有しない。

(選挙の方法)
第６条　　選挙は投票により行い、１人１票とする。
（選挙権を有する出席者の数の確定）

第7条 議長は、選挙開始を宣言すると同時に選挙権を有する出席者の数を確定しなければ
ならない。

(投票立会人及び開票立会人）
第8条 議長は、出席会員の中から開票及び開票立会人3名を指名し開票に立ち会わせなけ
ればならない。
 (開 票）
第９条　　選挙管理委員は、投票箱を開き投票の総数と投票者の総数を計算する。
　2 選挙管理委員長は、投票の内容を調査し得票数を確認して議長に報告する。
　　　　3 前項について無効投票の判定については、選挙管理委員会は、開票立会人の意見を聞かなければならない。

（無効投票）
第１０条　　次の投票は無効とする。
　（1）正規の投票用紙を用いないもの。
　（2）候補者以外の氏名を記戦した　もの。
　（3）2名以上の氏名を記載したもの。
　（4）被選挙権のない者を記載したもの
　（5）他事を記載したもの。但し、敬称の略はこの限りでない。

　（６）何人を記載したかを確認しがたいもの。
(当選者）
第１１条　　有効投票中、次の得票数を持って当選者とする。会長候補者選挙の場合は、過半数の得票者、若し過半数の得票者がいないときは、得票の多いもの２名につき、過半数を得るまで繰り返し投票を行う。ただし、理事、監事、北海道歯科医師会代議員及び北海道歯科医師会予備代議員の選挙の場合は、高点者より順次得票順に当選者とする。

（当選者の決定と報告）

第１２条　　議長は、第９条第２項の規定より選挙管理委員長から報告を受けたときは、当選者を
決定し、会員に報告しなければならない。

（準用規定）

第１３条　　本会におけるその他の選挙についてこの規則を準用する。

（選挙日の決定と報告）

第１４条　　選挙の期日及び定員の数は、その期日前１４日までに会長は、選挙権者に知らさな
ければならない。

(立候補の届出）
第１５条　　役員候補者は、選挙の期日前７日の午後５時までに文書でその旨を本会
に届け出なければならない。
(推薦候補の届出）
第１６条　　会員を役員候補者に推薦しようとするときは、前条に規定する期間内に文書でその推
薦の届出をすることができる。

　(立候補の届け出書又は推薦候補の届け出書に記載する事項)
第１７条　　立候補の届出書には、候補者の氏名、生年月日、住所並びに略歴を記載し、立候補
の趣意書を添えなければならない。

２　推薦候補の届け出書には、前項に規定する事項（趣意書を除く）のほか、推薦者たる
会員２名の、氏名及び住所を記載し、かつ候補者の承諾書を添えなければならない。候
補を辞退した場合はすみやかに本会に届け出を要する。
（辞退届け出）

第１８条　　候補者であることを辞退しようとするときは、選挙当日までに本会に届け出なければな
らない。

(役員選挙の時期方法等）
第１９条　　選挙はその任期満了の年の定時総会において行なう。但し、特別の事情があるとき
は、会長は理事会の決議を経てその期日を変更することができる。
　　　　　2 前項の選挙は、単記無記名投票による。
(選挙の不成立）
第２０条　　候補者がないときは、その選挙は不成立とする。
　　　　　2　前項の場合は総会の決議を経て、別段の方法によることができる。
（繰り上げ当選の可否）

第２１条　　代表理事（会長）候補者の選挙については、繰り上げ当選を認めない。

　　　　　２　監事については、次点者を繰り上げ当選者とすることができる。但し、繰り上げ当選の
有効期間は、選挙後３０日とする。　　　　

(定員以内の当選者を決定する場合）
 第２２条　　役員候補届け出者が定員をこえないとき、または超えなくなったときは、総会の決議
を経て、その候補者を当選者とすることができる。

（代議員及び予備代議員の選挙）
　第２３条　　北海道歯科医師会代議員及び北海道歯科医師会予備代議員の選挙は、本会において行う。

２　北海道歯科医師会代議員の選挙と同時に、北海道歯科医師会代議員と同数の北海道歯科医師会予備代議員を選挙する。

３　会長候補者と代議員とを兼ねる者を選出する選挙を行うことができる。ただし、この選挙の場合には、会長が、当該選挙公示にその旨を明記しなければならない。

４　候補者がないときは、別段の方法をとることができる。

（代議員及び予備代議員の補欠選挙）

第２４条　　北海道歯科医師会代議員及び北海道歯科医師会予備代議員に欠員が生じたとき
は、補欠選挙を行う。

（代議員及び予備代議員の資格喪失）

第２５条　　北海道歯科医師会代議員及び北海道歯科医師会予備代議員がこの法人の会員
の資格を失ったときは、その資格を失うものとする。

（北海道歯科医師国保組合会議員の選挙）

第２６条　　北海道歯科医師会国保組合会議員の選挙は、北海道歯科医師会国保組合会選
挙規定により、総会において行う。

 附則

１　この規則は一般社団法人及び一般財団法人に関する法律および公益法人及び公益財団法人の認定に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する第１０６条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から施行する。

　

